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研究情報の名称 腰椎黄色靱帯の変性に伴う石灰沈着の病態解析 
脊椎靱帯における骨化や石灰化は脊柱管狭窄症をきたす一因であり、神経組織を圧迫することで
脊髄・神経症状を呈することが知られている。特に石灰化は靱帯変性を基盤として
chondrocalcinosis と称する線維軟骨、硝子軟骨の系統的石灰化が特徴であることが推測されて
いる。本研究において、腰椎黄色靱帯の石灰沈着では弾性線維の断裂、膠原線維の増生を伴
い、多数の化生軟骨細胞の出現が観察された（図１）。走査電子顕微鏡では石灰化巣において大
きさ 4μm の四角柱状、棒状の結晶の集積を認め（図２）、同部位の FTIR （fourier transformed 
infrared spectroscppy）では結晶が中心向性、同心円状に沈着していた（図３）。さらに、石灰沈着
の病態について、特に化生軟骨細胞の果たす役割に着目し、免疫学的手法を用いて検討を行っ
ている。 
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